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平成２９年１２月 

関西広域連合広域観光・文化・スポーツ振興局 

 

「関西観光・文化振興計画（改定 中間案）」に対する府県民意見等を募集した結果、５名から延べ５件のご意見・ご提案をいただきました。 

いただいたご意見・ご提案に対する関西広域連合の考え方は下記のとおりです。 

 

１ 計画全般・その他について 

整理番号 ご意見・ご提案 関西広域連合の考え方 

１－１ 

2020年1800万人3兆円へ向けて総動員。世界経済の約１割は平和の証拠。 

源融がモデルとなった文学作品源氏物語にちなんだ宇治を観光中の外国人

に「宇治川の先陣争い」の状況を想像させるにはどうすればよいか。 

龍安寺の石庭「虎の子渡し」を見ながら、駐車場を改装したのではないの

かとけなし合っている外国人に本来の歴史を理解させるためにはどうすれば

よいか。 

京都での大政奉還150年、大阪港神戸港の開港150年といった資源には、

不平等条約を押し付けられたという負の側面も存在するが、一つの商品とし

ての関西として、観光地の歴史をきちんと海外へ発信していく必要があり、

日本の奥深さを外国人が知ることにより、リピーターも増加する。 

 計画（改定 中間案）の「５ 目標達成のための戦略」の「戦略テーマⅡ 文化

力の向上と文化観光の推進」において、「幅広い関西の歴史・文化に関する情報を

世界に発信する」などとしており、「戦略テーマⅠ 国際競技大会等を踏まえた観

光の推進」に掲げる大規模な国際競技大会をはじめ様々な機会を捉え、関西観光本

部とも連携しながら、関西の歴史・文化の発信に努めてまいります。 

１－２ 

外国から日本にたくさんの人が来ていると言われていますが、東京とか、

大阪とか、京都とか、限られたところだけのことではないでしょうか。関西

広域連合は、関西全体のことを考えるところだと思いますので、もっと関西

のすみずみまで外国の人が来てくれるように工夫してほしいです。 

関西と言ってもいろんなところがあります。日本海側も関西です。田園地

 計画（改定 中間案）の目的に「関西が一体となって戦略的に取り組むべき目標、

重点分野、事業等を定める」と記述しているとおり、本計画（改定・中間案）の内

容は、すべて関西全域で取り組まれることを前提としているものです。 

 また、「戦略テーマⅣ 「KANSAI」のさらなる知名度アップ」に記載のとおり、

広域観光周遊ルート「美の伝説」を一層充実させ、関西の全域に外国人観光客が周
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帯や山間部も関西です。みんなそれぞれに日本ならではの良さがあるのでは

ないでしょうか。日本には素敵な場所がたくさんあることを、もっと外国の

人にも知ってほしいです。 

遊していただく取組を進めてまいります。 

 計画（改定・中間案）に基づき、関西の魅力を全世界に向けて発信し、隅々まで

外国人旅行者が巡る関西を目指してまいります。 

１－３ 

関西、大阪においてインバウンド施策の効果が上がり外国人観光客の訪問

も増加傾向に変化がないようでまことによいと思う。 

大阪府初の世界文化遺産「百舌鳥・古市古墳群」の本登録も控え今後とも

関西地区の知名度と文化的イメージアップに努めていただきたい。 

しかしながら米国トランプ政権においてユネスコからの脱退が取り沙汰さ

れ、我が日本政府も米国に追随する気配がないとは言えない雰囲気である。 

もし日本が米国に追随してユネスコから脱退してしまえば、その影響はい

かがなものか。 広域連合における施策に変更は必要とならないか。 

我が国の文化振興を広く世界各国に発信する上では大きなダメージになる

ものかと思われるがいかがものか。 

個人的には万が一にも我が日本国が米国に追随してユネスコから脱退する

ことなどないように、関西連合加盟各自治体からも中央政府に対し働きかけ

ていただければ幸いかと思う。 

世界文化遺産の国内推薦候補に選定された「百舌鳥・古市古墳群」について、世

界文化遺産登録が実現するよう、関西広域連合としても、地元の登録推進組織等と

連携してＰＲに取り組むとともに、「戦略テーマⅡ 文化力の向上と文化観光の推

進」に記載のとおり、関西に数多く存在する世界遺産、日本遺産をはじめとする歴

史文化資産等を活用し、関西文化のブランド力の向上させる取組を進めてまいりま

す。 

 

２ 住宅宿泊事業について 

整理番号 ご意見・ご提案 関西広域連合の考え方 

２－１ 

 計画の「外国人観光客の急増対策としてのインフラ整備の充実」のところ

で「外国人観光客が泊まりやすい受入環境づくり等により旅館等への誘導を

進め、分散化を図る」とある。 

 国では、民泊に関する法律をつくって民泊を広めようとしているようだが、

巷では、民泊の是非について意見が分かれているように思う。 

 関西広域連合では民泊についてどう考え、どう取り組むのか。計画上に書

くべきではないか。 

 民泊については、外国人の宿泊環境が地域によって異なり、それぞれの地域が実

情を踏まえて取組を進めるものであり、それぞれの地域の取組内容を踏まえて、関

西広域連合として出来ることは何か検討してまいります。 

 



 

３ 観光消費額について 

整理番号 ご意見・ご提案 関西広域連合の考え方 

３－１ 

 専門的な言葉がたくさん使われており、解説がないと全部を理解するのは

難しいが、いろんなことに取り組まれるのだとわかったこんなにいろんな取

組が進めば、外国人はますます日本に来てくれると思う。 

だが、中国人の爆買いが減り、商売は前のようには潤っていないという話

しも聞く。もっと外国人にお金を使ってもらう仕組みがいるのではないだろ

うか。 

 ご意見を踏まえ、観光消費額拡大に向けた取組について検討します。 

 

 

 


